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1．はじめに 

パソコンや携帯電話、自動車など科学技術が利用された

製品は数えきれないものとなり、我々の生活はこれらの科

学技術製品により豊かなものとなってきた。その技科学術

を扱う技術者に託される期待は益々大きなものとなってい

るが、その裏で倫理観の欠如した経営者、技術者による製

品を原因とする事故がしばしば発生し、技術者に対する責

任、倫理観が重要視され始めている[1]。 

また近年、日本の産業は「作って売る」から、「売れるも

のを作る」という形に変わった[2]。従って、モラルの欠け

た信頼性の低い製品を作っていては消費者に見放されてし

まい、企業としての存続は困難となってしまうだろう。更

に、企業活動のグローバル化が進む中で、技術者には国際

的に活躍できる人材が求められている。世界に向けて技術

を提供する場合、日本特有の倫理や価値観に縛られていて

は、受け入れてもらえない。従って、進むグローバル化の

中で生き残っていくには世界共通の倫理観を持つ必要があ

ると言える。 

日本技術者教育認定機構（JABEE）の認定基準に、技術者

倫理への対応が求められたことから、高等教育の場でも技

術者倫理が取り扱われることが多くなり、技術者倫理の重

要性が広く認知されるようになってきた[3]。 

このように様々な観点から技術者には「技術者・専門家

としての倫理観」が求められている。本稿では、倫理とい

う点から筆者の目指す技術者について述べたいと思う。 

 

2．技術者としての在り方、心構え 

技術者として先端の技術を身につけ、それを用いて利益

をあげることは重要なことである。しかし、利益面のみを

追求し、技術を提供する者としての社会的責任を軽視する

と、福知山線の脱線事故[4]のような事例が起こってしまう。 

従って、技術者は利益のみを追求して行動するのではな

く、それを使用する人々に対する社会的責任を十分考慮し

て、自分には「何ができるか」、「何をすべきか」を判断し、

行動に移せるような人間になる必要があると言える。更に、

技術者として法令を遵守した行動をとるのは当然であるが、

状況に応じてよりよい対処手段を考える力も仕事の円滑な

遂行のためには重要であると思う。 

また、新たな科学技術は多くの人々の暮らしを豊かにす

るが、その反面、今までにはなかった危険をもたらす可能

性もある。森タワーの自動回転ドアの事故[4]がその例であ

る。この事故は、技術者の過失に注目して言えば、安全面

の設計の甘さ、使用方法の周知の徹底が無かったことによ

り発生したと言える。 

技術者は科学技術の利便性や効率のみに注目するのでは

なく、科学技術の持つ危険性についても十分考慮したもの

づくりをするという心構えが必要である。また、ハインリ

ッヒの法則から言えば、１つの重大事故の背景には 300 の

異常が存在する。その小さな異常を軽視して見過ごさない

職人魂も技術者として重要ではないかと思う。 

 

3．まとめ 

 本稿をまとめると、筆者が目指すべき技術者とは以下の

要素を持ち合わせた技術者である。 

 

(1) 利益面のみを追求せず、社会的責任を考慮した判断のも

とに行動する。 

(2) 技術は利便性と危険性の二面性を持っていると認識し、

利用者に最高の状態で提供する。 

(3) 常にプロフェッショル意識をもって業務に取り組む。 

 

筆者は本年から技術者として社会にでることになるが、

本稿で述べた技術者としての責任感・倫理観を忘れること

なく、ひとりの技術者として産業社会の更なる発展に貢献

していければと思う。 
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